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事業の背景・目的・概要
「水素基本戦略」では、地域の水素利活用が重要な課題となっており、地域水素サプライチェーンモデル構築の必要性が示されている
本事業では静岡県裾野市のCO2フリー水素ステーションから街*に設置された燃料電池にパイプラインで水素を供給するシステムを開発する
水素供給実証を通じて、安全性・経済性等に関わる運転データを取得し水素ステーションを活用した最適な地域水素供給モデルを構築する

水素エネルギーマネジメントシステム（水素EMS）の開発

パイプライン実証設備の安全性評価・安全対策検討（横浜国立大学との共同検討）
水素パイプライン実証設備に対する定性・定量的リスク評価・分析
HAZIDによる定性的リスク評価を行い影響度の大きな事故シナリ
オを特定。これに対してHyRAMを用いた水素漏えいシミュレーション
による定量的リスク評価・分析を実施。
HAZOPによる詳細リスク分析を行い、適切な安全対策を実施。

流量計・圧力計等を活用した水素漏えい検知技術の開発
正常運転時に存在する流量計・圧力計等各センサー間の普遍的
関係性(インバリアント)を機械学習によりモデル化
シミュレーションにより、微小穴からの漏えいを検知可能であることを
確認済み。今後はモデルの汎用化や水素放出試験、長期データの
学習等の組合せによる技術の高度化に取り組む予定。
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• FCVとパイプライン供給先の水素需要を同時に満たし、水素供給コストを最小化する
水素エネルギーマネジメントシステム（EMS）の開発

• パイプライン設備の定性・定量的なリスク評価・分析の実施
• 流量計・圧力計等を活用した機械学習によるパイプライン設備の水素漏えい検知技術の開発

• 水素供給実証にて得た運転データを活用した地域への最適水素供給モデルの構築
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HAZOPによる詳細リスク分析イメージ HyRAM水素拡散物理モデリング FLACS水素拡散シミュレーション

安全対策後
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❶　水素エネルギーマネジメントシステム（水素EMS）の開発 

　パイプライン供給先の水素利活用情報を用いた水素需要予測技術の開発

　パイプライン供給先の水素需要予測およびFCモビリティの水素需要予測に基づく、運転最適化計画機能の開発

　パイプライン水素供給を行うCO2フリー水素ステーションに求められる設備設計や運転方法の検討

    ❷　裾野市水素パイプライン実証設備の安全性評価および安全対策の検討 

　流量計・圧力計等を活用した水素漏えい検知技術の開発

❸　水素パイプライン実証設備の建設

　遊休都市ガスパイプライン健全性調査および水素パイプラインへの転用性検討

　水素パイプライン実証設備の詳細設計、建設資材調達、工事および試運転

❹　水素供給実証

　実証計画策定

　運転員教育

　水素供給実証（水素供給システムの運転・保守・保安管理、トラブル対応等の各種データの収集・解析）

❺　CO2フリー水素ステーションを活用した水素供給事業モデルの検討

　CO2フリー水素ステーションを活用した水素供給事業モデルの検討

　裾野市CO2フリー水素ステーションを活用した水素パイプライン供給モデルの評価

2023年度 2024年度 2025年度

　水素パイプライン実証設備リスク評価

実施項目

2025年10月に水素供給実証を開始

パイプライン供給先の水素利活用情報を用いた需要予測技術の開発
パイプライン供給先の水素利活用情報を活用し水素STのFCモビリティ需要と
パイプライン供給先の水素需要を同時に満たし、かつ水素製造・供給コストを
最小化する水素EMSを開発
本事業では外部システムからAPI連携のうえ水素需要計画データを取得

FCVの需要計画＝需要予測

未来当日過去データ

FCV
需要予測

パイプライン
需要予測

外部
システム

過去4週間分を取込 8日分の予測を試算

FCV水素充填実績 FCV水素需要予測

パイプライン水素供給実績 パイプライン水素需要予測

パイプライン需要計画

過去4週間分を取込 3日分の予測を試算

水素EMSを活用した水素供給実証
水素パイプライン実証設備は2025年9月竣工
2025年10月よりシステム連携によるパイプライン水素供給を実施
パイプライン設備の遠隔監視、巡視点検等を実施中
今後は将来の事業化に向けて、都市ガス同様の利便性の確保が不
可欠であり、無人時間帯においても安全に供給可能なシステム開
発・体制の構築が求められる
季節要因による影響確認等を含め、事業化に向け供給継続が必要

実施体制および主な役割

内容データ項目＃

ステーションデータ（FCV ）より水素需要予測を算出；②の制約となる水素需要予測①

FCVへの復圧が必要なタイミングを除き、水電解装置の余力全量を供給可能量として算出水素供給可能量②

需要計画を供給先システムより受領；②の内数で設定パイプライン水素需要計画③

③を盛り込んだ水電解装置の水素製造計画を作成水素製造計画④

④に基づき、リアルタイムの現場状況を考慮し水電解装置に指令値発出水電解装置への制御指示⑤


